
市民活動に対する

補助金交付団体を公募します

公
募
に
よ
る
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
す

市
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
る

自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助
金
の
交
付
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
す
ま
す
増
加
し
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
よ
り
効
果
的
に
補
助
金
を
交
付
す

る
た
め
、
公
募
に
よ
る
補
助
金
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

手
続
は
お
忘
れ
な
く
！

今
回
の
募
集
は
、
平
成
十
六
年
度
の
交
付
に

向
け
た
募
集
で
、
交
付
期
間
は
三
年
以
内
で
す
。

応
募
さ
れ
た
内
容
は
、第
三
者
機
関
で
あ
る「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
じ
」
に
委
託

し
、
そ
の
有
効
性
な
ど
が
市
民
感
覚
で
審
査
さ

れ
ま
す
。
そ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
行
政
内
部
で

の
審
査
を
経
て
交
付
の
決
定
を
し
て
い
き
ま
す
。

補
助
金
の
公
募
は
毎
年
度
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
手
続
な
ど
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
下
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

公
益
上
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業

※
現
在
補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
も
、
公
募
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

今
回
の
手
続
を
行
わ
な
い
と
平
成
十
六
年

度
か
ら
の
交
付
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
人
十
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
活
動
拠
点
の

事
務
所
が
市
内
に
あ
る
団
体

※
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

七
月
一
日
〜
三
十
一
日

※
期
限
厳
守

財
政
課
で
配
布
す
る
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
財
政
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
財
政
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）

市民活動を応援します
富士市長　鈴木　尚

今回、市の補助金に公募制度を創設
いたしました。
この目的は、限られた財源をより有

効に使うことにあります。
社会経済状況の変化に伴い、今後ま

すます多様化していく市民生活の需要
に対して、皆さんの活動は、「新たな公
共サービスの供給主体」としての役割
も期待されています。
そこで、市では皆さんの市民活動を

応援するため、新しく公募補助金制度
をつくりました。この補助金を有効に
活用していただき、「元気ある富士市づ
くり」を皆さんと協働で推進していき
たいと思います。

1
F

平成16年度予算

公募期間　7月1日～31日

補助金交付が決定するまで

七
月

募
　
集

八
月
〜
一
月

審
　
査

一
月
下
旬

選
定
結
果
通
知

※
四
月
に
設
立
さ
れ
た
、
市
民
の
立

場
で
行
政
に
対
し
て
政
策
提
言
な

ど
を
行
う
第
三
者
機
関

（ 9 ）

行政内部審査

コ
※

ミュニティ・
シンクタンクふ
じによる審査


